
Anthropause 「人類の(活動の）一時停止」
におけるアーティストへの提案

A Proposal to Artists in 
this “Anthropause”

土器屋由紀子・認定NPO法人富士山測候所を活用する会
Yukiko DOKIYA, NPO Mount Fuji Research Station

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、「富士の山ビエンナーレ」のトークショーに呼んでいただき大変有難うございます。
本当は事前に作品を拝見できればと思ったのですが、コロナ禍で高齢者としては難しく、同じNPO仲間の、鴨川事務局長による映像資料で拝見しました。

山、大地、人間、人を超越するモノたちを慈しむための：人によるネガティブな介入を取り除くための手引き
というタイトルの作品で
「人間の介入が減ることによる山や空気や海の復活について考える」
トークショウ化と思います。
映像で拝見した、ジャック氏の作品からは「撤去」という言葉にこだわっておられると感じました。「撤去予定のマウナケア天文台」と「役目を終えて撤去された富士山レーダー」が対比されています。

それでこの言葉からアプローチを考え、私たちNPOの立場をお話しして、一つの提案をしたいと思います。




気象衛星という巨大科学技術の出現でレー
ダードームが撤去されたことは﹑果たして

山への｢愛｣につながるのでしょうか？

Will the removal of the radar dome with the 
advent of the giant technology of 

meteorological satellites really lead to a 
“Love" for the mountain?

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富士山レーダーが撤去された（2001年）経緯はJJ氏の年表に正しく記載されていますが、気象衛星という巨大科学技術によって役目を終えたレーダードームの撤去が。果たして山への「愛」につながるかというのが私たちの疑問です。



二つの‘撤去’・富士山レーダーとマウナケア天
文台

認定NPO法人富士山測候所を活用する会が
ほとんどの部分を国から借用し﹑
研究教育のために活用しています.

マウナケア天文台 富士山レーダー
信仰の対象
としての山

原地住民⇔移住者(植民者)
人種問題が絡む
(Jennifer Darrah-Okike)

奈良時代より日本国民全体
富士講 明治以前は神と仏の共存
地元にとっては観光事業

明治以降の科学利用
信仰と平和共存
野中至が山頂を神社から借用
神社と測候所の電源共有

建設時 反対運動 台風の砦として待望された建設
反対運動はなかった

撤去時 住民運動の勝利 撤去はむしろ惜しまれた
風景の一部となっていた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それで、二つの「撤去」（あるいは「目指している」撤去）　富士山レーダーとマウナケア天文台を比較してみました。
一昨日教えていただいた、Jennifer Darrah-Okike氏の論文は大変参考になりましたので、それを引用しながらこの表を作りました。

マウナケア山頂の場合、先住民マウイの人たちの信仰の対象で、移住者（植民者という言葉も見られましたが）との間の対立があり、人種問題も含まれた複雑な関係が背後にあります。

一報富士山の山頂は日本の歴史では奈良時代、いやもっと古い飛鳥時代の聖徳太子（574-622）の伝説もありますが、そのような古い時代から、日本全体の信仰の対象でした。
その例として、江戸時代に盛んになった富士講などがあります。
地元にとって観光事業のようなものだったのではないでしょうか？
明治初めのいわゆる「神仏分離令（神仏判然令）」によって、神社の占有になるまでは仏教の寺院もあり、地名にもそれが残っていました。

明治になって、信仰以外の登山も始まりましたが、科学利用と信仰は平和共存していたと言えるでしょう。富士山気象観測を恥じえた野中至は浅間大社に借用書を出して土地を借りており、富士山測候所が無人化されるまで、神社と測候所は電源をシェアしていました。

建設において、マウナケア天文台は激しい反対運動がありますが、富士山レーダーは台風の予報のために、国中の熱烈な要望で設置され、目立った反対運動はありませんでした。　撤去においてもむしろ惜しまれています（メンテが大変なため）





レーダードームがなくなった富士山
測候所が﹑その後どうなっているか

ご存知ですか？

Do you know how the Mt. Fuji weather 
station has been used since the radar dome 

was removed?

認定NPO法人富士山測候所を活用する会が
ほとんどの部分を国から借用し﹑
研究教育のために活用しています

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
レーダー観測が必要なくなったため、気象庁は将来の無人化を見越して、不要になったレーダードームを撤去しました。このドームは富士山頂の風景として40年近く親しまれていたものでしたが、雪落としなど、維持管理が大変で、無人では管理できないとの判断だったようです。

レーダー観測がなくなって天気予報には必要ないとされたわけですが、富士山測候所自体はいらなくなったのでしょうか？いいえそんなことはありません。そう考えた研究者たちがNPOを結成して、無人化から15年、初めは少しでしたが、現在はほとんどの部分を、気象庁から借用して研究・教育のための開かれた研究施設として活用しています。



富士山測候所を活用する会とは？

• 富士山測候所を気象庁から借用し維持管理
• 自ら観測研究を行う一方﹑研究教育目的で利用

を希望する研究者等へ提供
• 非営利団体（Non Profit Organization）

The mission of MFRS is to support and enhance 
the activities of researchers and students in 
various fields of science and education by 
maintaining and providing a unique Research 
Station atop Mt. Fuji.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
富士山測候所を活用する会は認定NPO法人です。

会員260名で、年間3000-4000万円の経費は会費と、研究利用経費、競争的な助成金などで運営しており、施設、電源の維持経費を含めて、公的援助は受けていません（税金は使っていません）





研究風景

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから9枚、研究風景を示します。



研究風景-1

大気化学 Atmospheric Chemistry

富士山頂で﹑地球環境を診断する
Diagnosing the global environment at the top of Mt. Fuji



研究風景-2

大気化学 Atmospheric Chemistry

大気微量成分を連続モニタリングする
Continuous monitoring of atmospheric trace constituents



研究風景-3

大気電気 Atmospheric Electricity

雷雲の中で﹑ガンマ線を測定する
Measuring gamma rays in a thundercloud



研究風景-4

永久凍土 Perma Frost

岩盤を掘削し﹑地温の変化をとらえる
Excavating rock and capturing changes in ground temperature



研究風景-5

高所医学 High Altitude Medicine

登山中の血圧を携帯型自動血圧計で計測する
Measuring blood pressure while climbing a mountain with a portable monitor



研究風景-6

環境教育 Environmental Education

富士山測候所で高校生を対象に環境科学講座を開催する
Environmental Lecture for High School Students at Mt. Fuji Weather Station



研究風景-7

噴火予知 Volcanic eruption prediction

センサーを付けた装置を背負って登山道の火山ガスを測定する
Measuring volcanic gases along the trail carrying a device with sensors



どんな研究？ どんな成果？

夏季２ヵ月,延べ400人の研究者が研究活動

《成果》
• 論文（査読付き） 70報
• 解説・紀要など 73報
• 講演学会発表 646報
• 著書 14冊

（2020年10月28日）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全体としてみるとこのようになります。
この図は2007-2016年までの滞在した研究者の平均値ですが、大気化学が一番多くて42％、大気電気、雷など16％、高所医学13％＋高所トレーニング3％
永久凍土4％、通信11％、教育その他11％です。

毎年、のべ400名の研究者が夏の2か月に山頂に滞在し、研究成果としてはこれまでに、原著論文70報などです。



なぜ富士山頂で研究を続けるのか？

観測研究サイトとしての富士山測候所の強み

 地理的条件 地理学的﹑地形的優位性
本州の中央に位置、独立峰、自由対流圏

 歴史と経験の蓄積
1895年野中夫妻の観測、1932~2004年有人観測の歴史

 インフラ（電源・建屋）の存在
1944年~商用電源（麓から山頂に至る総延長11㎞の送電線）

 世界的に高い知名度
世界遺産、国立公園、特別名勝

 新しいタイプの研究施設
省庁の枠を超えた学際的研究が可能

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ、NPOで苦労しながら研究を続けているかというと、それは観測サイトとしての富士山測候所の素晴らしさに寄ります。

地理的条件としては、本州ほぼ中央にあり、高さは自由対流圏に達しています。
1895年以来の歴史と経験に裏打ちされた蓄積があり、インフラも使えます。
世界的にも知名度が高く、おそらく今回アートの世界からお呼びがかかったのも富士山だかrではないかと思います。

色々な分野の研究者による分野横断的な研究が行われ、その共同研究の過程で、フィールドの研究者が要請されている事実から、「新しいタイプの研究施設」と考えてよいのではないかという意見もあります。



地球の大気と富士山頂

富士山（Mt. Fuji)

• 気圧が低い
(=空気が薄い)
高所医学研究ほか

• 気温が低い
• 湿度が低い
（=視界が良い）

高層物理学、天文学ほか

• 風が強い
越境大気汚染研究ほか

温度

航空機

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地理的な条件と、その高さによる特徴を述べると
富士山頂は対流圏の下層部にあり、独立峰のため、ほとんどの時間にわたって地上の影響の少ない「自由大気」のなかにあります。

そのため、気圧が低い（60％）
気温が低い　地表より　およそ0.6＊40＝24度低い

湿度が低い　天文学に最適（過去に天文台があった）

風が強い　大陸からの越境大気汚染の観測に最適です。

このほか、高さがちょうど、成層圏と対流圏の空気会の混合を見られる位置にあることも言えます（大河内）



野中至夫妻による越冬気象観測
（1895年10月～12月）

私財を投じて不可能に挑戦した
野中至と後を追って山に登った千代子は

日本における高層大気観測の
先駆的な役割を果たした

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
歴史的な話はこれだけではありませんが、1895年の野中至・千代子夫妻の命がけの観測に始まります。





世界の山岳大気観測施設(標高2500ｍ以上)

マウナケア
のとなり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界の山岳観測地点についてみると、これはWMO(世界気象機関）のまとめですが、2500ｍ以上の観測点はこのようになりますが、東アジア域は少なく、欧米の1/20程度なので、富士山は貴重な観測点です。

ここで赤いマークを付けたのは富士山と、マウナロア観測所です。
御存知の通り、マウナケアと同じハワイ島にある4002ｍの山で、大気環境の世界では温室効果の観測を1958年以来続けている世界一の観測所です。





Comparison of Mt. Fuji CO2 with Mauna Loa 
（Shohei NOMURA, 2020）

《図以外の情報》

2020年1月-4月の富士山
とマウナロアのデータの
差は中国の人為CO2排出
量の低下と一致している.

濃度値からCOVID-19の
影響が見られたのは﹑
全世界でも富士山だけと
思われる.

国立環境研究所
野村渉平博士

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に少しだけ、観測データを紹介します。

これは現在も観測が続けられている山頂の二酸化炭素濃度をマウナロアの値と比較したものです。国立環境研の野村渉平博士が送ってくだ佐田野ですが、10月までのデータが載せてある初めてのデータです。

お馴染みのギザギザグラフですが、これは植物の影響による季節変化を示しています。黒のマウナロアに比べて赤の富士山は揺れの幅が激しいことがわかります。
特に高濃度の側が大きいのは、アジア大陸からの人為的なものが食わるからです。

なお、このグラフ以外の情報として、

今年の1-4月のマウナロアと富士山の差は中国の人為CO2排出量と一致していることがわかっており、COVID-19の影響がはっきり観測されたのは現在のところ富士山だけの様で、いかに貴重な観測地点化がわかります。



富士山測候所を活用する会は
より良い研究成果と環境教育を目指して

これからも観測研究を継続し
社会に貢献していきます.

Nonprofit Mount Fuji Research Station
will continue to contribute to society  

with good results and environmental education 
in the future.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように私たちは、成果を上げていますが、

今年はコロナ禍で山頂の観測が出来ませんでした。山頂以外の観測点1300mの太郎坊などで少し観測を行っていますが、いろいろな点で苦戦を強いられています。しかしながら、
今後も、よい研究成果を目指してこれからも観測研究・環境教育を通して社会に貢献してゆく所存です。



提案
私たちの活動に賛成されるなら
富士山頂で次のビエンナーレを

やりませんか？

We are happy to invite you to our 
station if you agree our purpose 
and co-operate with us, for your 

next Biennale?

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上が私たちの仕事の紹介ですが、ここで、アーティストの皆さんに提案です。

今年のビエンナーレの会場は、保存されている古い歴史的な建物を使っておられると聞きました。

もし、私たちのNPOにご賛同下さるのなら、次のビエンナーレを、古い測候所の建物を利用している富士山頂で計画されませんか？　多くの分野に開かれたNPOとして、アートの世界の方ともコラボできる日を楽しみにしています。
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